
入会希望など詳しくは、
それぞれの句会や歌会
にお尋ねください。

万句の里俳句会
せせらぎ俳句会
旭志文芸教室俳句の会

七城短歌会
「里」短歌会／渓流短歌会

菊池短歌会

井芹 ☎090（1342）2151
藤本 ☎0968（38）4087
中尾 ☎0968（37）2578

佐々 ☎0968（24）3761

木原 ☎090（5284）2418
安藤 ☎0968（25）4285

中央図書館
泗水図書館
七城図書館
旭志図書館

中央公民館
泗水公民館
七城公民館
旭志公民館

☎ 0968（25）1672
☎ 0968（25）2028
☎ 0968（25）1580
☎ 0968（25）3332

☎ 0968（25）1111
☎ 0968（25）1115
☎ 0968（25）1580
☎ 0968（25）3332

キクロスホームページ　http://www.library-kikuchi.jp
キクロスフェイスブック　https://www.facebook.com/KiCROSS.LL/

キクロスホームページ

月曜日
※七城・旭志は㈰も休館

休 館 日

七城公民館 講堂ところ
20人（要申込）定　員

12月17日㈯ 午後１時30分～２時30分と  き

テーマ「魔法の〇〇」

金
の
星
社

1

く
も
ん
出
版

2

自
由
国
民
社

3

Ｗ
Ａ
Ｖ
Ｅ
出
版

4

TERUKO／著

２ まるで魔法のような
　本当の話

　「翼を持つ種」や「虹色の木」
など、魔法のようだけど実際
に存在するものを物語で紹介。

図 書 館

　「座・まりあ」による、人形劇を開催します。

　1月開講予定の講座で、受講生を追加募集している講
座を紹介します。随時受け付けていますので、中央公民
館にお問い合わせください。 ※定員に達し次第、終了

人形劇を楽しむ
～人形たちの楽しいダンスやおはなし会～

追加募集講座を紹介します!

前期に開催した講座の一部を紹介します!

公 民 館

森
もり

藤
ふじ

ヒサシ／著

やまだともこ／作
いとうみき／絵

4 家族写真の魔法

1  まほうのじどうはんばいき

　最後に家族写真を撮ったの
はいつですか。家族を30年以
上撮影してきた著者は、撮るこ
と、飾ることで、幸せの魔法に
かかるという。気軽に撮る方法
や効果的な使い方なども伝授。

　ボタンを押すだけで欲しい
ものが手に入る!? 不思議なじ
どうはんばいきのお話。

牛
うし

尾
お

早
さ

百
ゆ

合
り

／著
3  人生を変える髪の魔法

　心に余裕があると、自分の
姿が見えてきます。白髪を見
つけたら、それは老化の始ま
り。楽しんで髪の手入れをす
ることで、新しい自分に出会い
ましょう。

中央図書館 ステップところ
30人（要申込）定　員 無料参加費

無料参加費

12月18日㈰ 午後５時～６時と  き

　発酵セレクトショップ「ますな屋酒店」の店主・末
すえ

田
だ

正
まさ

弘
ひろ

さんによる講演です。

大人の学びカフェ「日本人と発酵食」

No． 講座名

26

世界規模でみる菊池の今
～未来をより良いものにするために～

【初回】１月14日㈯ 午前10時～11時30分（隔週㈯、全３回）
SDGsの観点から世界と菊池の違いを知り、今私たちに
できることを考えてみましょう。

32

中央公民館×明治安田生命
女性のための「健康づくり栄養」講座

【初回】１月16日㈪ 午後１時30分～３時（隔週㈪、全２回）
体の中から美しくなる秘訣を、明治安田生命の講師が
楽しく分かりやすく紹介します。

●スマホ入門【Android版】
　（8月・全3回、旭志公民館）
　スマホを持参して、基本操作や写真
の撮り方、マップやゲームなどのアプリ
の操作を習いました。「今後はアプリを
活用したい」といった声があがりました。

●健康と美を創造するエクササイズ ～輝く女性のために～
　（6月～9月・全12回、泗水公民館）
　健康と美を保つための知識と自分磨
きの運動を学びました。「自分のペース
で少しずつでも続けて、毎日の習慣に
したい」といった感想がありました。
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